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○
悪
臭
防
止
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

規
制
等
（
第
三
条

第
十
三
条
）

第
二
章

規
制
（
第
三
条

第
十
一
条
）

－
－

第
三
章

悪
臭
防
止
対
策
の
推
進
（
第
十
四
条

第
十
九
条
）

第
三
章

悪
臭
防
止
対
策
の
推
進
（
第
十
二
条

第
十
七
条
）

－
－

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
条

第
二
十
四
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
八
条

第
二
十
二
条
）

－
－

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
五
条

第
三
十
一
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
三
条

第
二
十
五
条
）

－
－

附
則

附
則

第
二
章

規
制
等

第
二
章

規
制

（
規
制
基
準
）

（
規
制
基
準
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
は
、
規
制
地
域
の
う
ち
に
そ

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
は
、
規
制
地
域
の
う
ち
に
そ

の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
か
ら
判
断
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
規
制
基
準
に
よ

の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
か
ら
判
断
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
規
制
基
準
に
よ

つ
て
は
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
が
あ

つ
て
は
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
悪
臭
原
因
物
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
同
項
の

る
と
き
は
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
悪
臭
原
因
物
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
同
項
の

規
定
に
よ
り
規
制
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
代
え
て
、
次
の
各
号
の
規
制
基
準
を

規
定
に
よ
り
規
制
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
代
え
て
、
次
の
各
号
の
規
制
基
準
を

当
該
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

事
業
場
に
お
け
る
事
業
活
動
に
伴
つ
て
発
生
す
る
悪
臭
原
因
物
で
あ
る
気

二

事
業
場
に
お
け
る
事
業
活
動
に
伴
つ
て
発
生
す
る
悪
臭
原
因
物
で
あ
る
気

体
で
当
該
事
業
場
の
煙
突
そ
の
他
の
気
体
排
出
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の

体
で
当
該
事
業
場
の
煙
突
そ
の
他
の
気
体
排
出
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の

の
当
該
施
設
の
排
出
口
に
お
け
る
規
制
基
準

前
号
の
許
容
限
度
を
基
礎
と

の
当
該
施
設
の
排
出
口
に
お
け
る
規
制
基
準

前
号
の
許
容
限
度
を
基
礎
と

し
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
排
出
口
の
高
さ
に
応
じ
て
、
臭

し
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
排
出
口
の
高
さ
に
応
じ
て
、
臭

気
排
出
強
度
（
排
出
気
体
の
臭
気
指
数
及
び
流
量
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ

気
排
出
強
度
（
排
出
気
体
の
臭
気
指
数
及
び
流
量
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ

る
値
を
い
う
。
第
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
排
出
気
体
の
臭
気
指
数

る
値
を
い
う
。
）
又
は
排
出
気
体
の
臭
気
指
数
の
許
容
限
度
と
し
て
定
め
る

の
許
容
限
度
と
し
て
定
め
る
こ
と
。

こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
事
故
時
の
措
置
）

（
事
故
時
の
措
置
）

第
十
条

規
制
地
域
内
に
事
業
場
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
事
業
場
に
お
い

第
十
条

規
制
地
域
内
に
事
業
場
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
事
業
場
に
お
い

て
事
故
が
発
生
し
、
悪
臭
原
因
物
の
排
出
が
規
制
基
準
に
適
合
せ
ず
、
又
は
適

て
事
故
が
発
生
し
、
悪
臭
原
因
物
の
排
出
が
規
制
基
準
に
適
合
せ
ず
、
又
は
適

合
し
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
事
故
に
つ
い
て
応
急
措

合
し
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
事
故
に
つ
い
て
応
急
措

置
を
講
じ
、
か
つ
、
そ
の
事
故
を
速
や
か
に
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

置
を
講
じ
、
か
つ
、
そ
の
事
故
を
速
や
か
に
復
旧
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
者
は
、
直
ち
に
、
そ
の
事
故

の
状
況
を
市
町
村
長
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
気
汚
染
防

止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

通
報
の
受
理
に
関
す
る
事
務
が
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

の
政
令
で
定
め
る
市
の
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
当
該
通

報
を
当
該
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
し
た
と
き
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
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害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
通
報
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
悪
臭
原
因
物
の
不
快
な
に

お
い
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
、
又
は
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
者
に
対
し
、
引
き
続
く
当
該
悪
臭
原

因
物
の
排
出
の
防
止
の
た
め
の
応
急
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

第
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
測
定
の
委
託
）

第
十
二
条

市
町
村
長
は
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
第
十
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
た
め
に
必
要
な
測
定
並
び
に
前
条
の
規
定
に

よ
る
測
定
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
測
定
の
う
ち
特
定
悪
臭
物
質
の
濃
度
の
測
定
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
適
正
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
に
、

こ
れ
ら
の
測
定
の
う
ち
臭
気
指
数
及
び
臭
気
排
出
強
度
（
以
下
「
臭
気
指
数
等

」
と
い
う
。
）
に
係
る
測
定
に
つ
い
て
は
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
臭
気
測
定

業
務
従
事
者
（
臭
気
指
数
等
に
係
る
測
定
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
若
し
く
は
臭
気
指
数
等
に
係
る
測
定
の
業
務
を
行
う
法
人
（
当
該
測
定
を

臭
気
測
定
業
務
従
事
者
に
実
施
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
す
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る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
条
第
一
項
の
試
験
及
び
適
性
検
査
に
合
格
し
、
か
つ
、
臭
気
指
数
等
に

係
る
測
定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で

定
め
る
条
件
に
適
合
す
る
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、

環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

（
臭
気
指
数
等
に
係
る
測
定
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
係
る
試
験
等
）

第
十
三
条

環
境
大
臣
は
、
臭
気
指
数
等
に
係
る
測
定
の
業
務
に
従
事
す
る
の
に

必
要
な
知
識
及
び
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
、
臭
気
指
数
等

に
係
る
測
定
に
関
す
る
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
の
試
験
及
び
臭
気
指
数
に
係
る

測
定
に
関
す
る
嗅
覚
に
つ
い
て
の
適
性
検
査
を
行
う
。

２

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
民
法
（
明
治
二
十
九

年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
つ

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
と
し
て
そ
の
指

定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
機
関
」
と
い
う
。
）
に
、
前
項
の
試
験
及
び
適
性
検

査
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
試
験
検
査
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

職
員
、
設
備
、
試
験
検
査
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

の
試
験
検
査
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
、
試
験
検
査
事
務
の
適
正
か
つ

確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
試
験
検
査
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
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に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

指
定
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
試
験

検
査
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

試
験
検
査
事
務
に
従
事
す
る
指
定
機
関
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明
治

四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ

り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

５

第
一
項
の
試
験
又
は
適
性
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し

て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
手
数
料
は
、
環
境
大
臣
が
行
う
第
一
項
の
試
験
又
は
適
性
検
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
納
付
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
国
庫
の
、
指
定
機
関
が
そ
の

試
験
検
査
事
務
を
行
う
同
項
の
試
験
又
は
適
性
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

納
付
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
機
関
の
収
入
と
す
る
。

７

環
境
大
臣
は
、
指
定
機
関
が
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

環
境
大
臣
は
、
指
定
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

そ
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
試
験
検
査
事
務
の
全
部
若
し
く

は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
項
各
号
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
と
き
。

９

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
試
験
及
び
適
性
検
査
並
び
に
指

定
機
関
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。
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（
国
民
の
責
務
）

（
国
民
の
責
務
）

第
十
四
条

何
人
も
、
住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
飲
食
物
の
調

第
十
二
条

何
人
も
、
住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
飲
食
物
の
調

理
、
愛
が
ん
す
る
動
物
の
飼
養
そ
の
他
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
行
為
に
伴
い

理
、
愛
が
ん
す
る
動
物
の
飼
養
そ
の
他
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
行
為
に
伴
い

悪
臭
が
発
生
し
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

悪
臭
が
発
生
し
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
悪
臭

の
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
悪
臭
の
防

の
防
止
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

止
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

（
悪
臭
が
生
ず
る
物
の
焼
却
の
禁
止
）

（
悪
臭
が
生
ず
る
物
の
焼
却
の
禁
止
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

（
水
路
等
に
お
け
る
悪
臭
の
防
止
）

（
水
路
等
に
お
け
る
悪
臭
の
防
止
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

（
国
の
援
助
）

（
国
の
援
助
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

（
研
究
の
推
進
等
）

（
研
究
の
推
進
等
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）
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（
報
告
及
び
検
査
）

（
報
告
及
び
検
査
）

第
二
十
条

市
町
村
長
は
、
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
条
第
三

第
十
八
条

市
町
村
長
は
、
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に

項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
場

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
業
場
を
設
置
し
て
い
る
者
に
対

を
設
置
し
て
い
る
者
に
対
し
、
悪
臭
原
因
物
を
発
生
さ
せ
て
い
る
施
設
の
運
用

し
、
悪
臭
原
因
物
を
発
生
さ
せ
て
い
る
施
設
の
運
用
の
状
況
、
悪
臭
原
因
物
の

の
状
況
、
悪
臭
原
因
物
の
排
出
防
止
設
備
の
設
置
の
状
況
、
事
業
場
に
お
け
る

排
出
防
止
設
備
の
設
置
の
状
況
そ
の
他
悪
臭
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
の
報

事
故
の
状
況
及
び
事
故
時
の
応
急
措
置
そ
の
他
悪
臭
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事

告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
悪
臭
の
防
止
に

項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
悪
臭
の

関
し
、
悪
臭
原
因
物
を
発
生
さ
せ
て
い
る
施
設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る

防
止
に
関
し
、
悪
臭
原
因
物
を
発
生
さ
せ
て
い
る
施
設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

こ
と
が
で
き
る
。

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

環
境
大
臣
は
、
試
験
検
査
事
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
機
関
に
対
し
、
試
験
検
査
事
務
の
状
況
に
関
し

必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
指
定
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り

、
試
験
検
査
事
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書

書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
携
帯
し
、
関
係
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら

め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
）

（
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）
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（
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要

と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
測
定
の
委
託
）

第
二
十
条

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
う
た
め
に
必
要
な
測
定
及

び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
測
定
は
、
こ
れ
ら
の
測
定
を
適
正
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
者
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

（
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

（
条
例
と
の
関
係
）

（
条
例
と
の
関
係
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
五
条

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以

第
二
十
三
条

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
六
条

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
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又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
七
条

第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
検
査
事
務
の
停
止
の
命
令

に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は

、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
八
条

第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
六
月
以

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
九
条

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

第
二
十
四
条

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌

の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌

避
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

避
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
条

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

第
二
十
五
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
二
条
の
違
反
行
為
を

八
条
又
は
第
二
十
九
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か

し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条

、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。



-10-


